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1．は じめ に

　北太平洋で の 大 気 海洋相互 作用 の 「窓 」 とな り うる海 城

と して、い わ ゆ る黒 潮一親 潮続 流域 が注 目 され 、黒潮 （続 流 ）

の 変動 が そ の 海 域 で の 水泄 場 に与 える影響が こ れ まで 議 論

され て き た。し か し な が ら、海 面 水 温 勾 配及 び 偏差 は 寧 ろ

親潮の 続流城で あ る 亜寒 帯前線域で よ り大 きい 。 最近 の 研

究か ら、そ こ で の 水温変動 がそ の 前線の 南北移動、前線の

強功 と密接 に 関係 す る こ とが 示 され て き た （Nak｛皿 num 齟

Kazmin 　20D3；　Nonaka　et　al．2006）、これ は同時 に、こ の 海 域

の 大 きい 海 面 水温 変動 が、北 太平 洋 の 大 部分 と は 異 な り、
大気場 の 熱 的な強制に よ っ て 生 じ るの で は ない こ とを示 し、
この 海域で 海洋か ら大気への feedbackが 生 じ る可能性 を示

唆す る （例 え ば、T    oto 　et 乱 2003）。一
方 で 、これ らの

前線の 変動 要 因 は未 だ にあ ま り明 確 で は な く、親潮 の 変動

もそ れ に 寄 字す る 可能 性 が 示 唆 され て い る （Nonaka　 et 　al．

2006＞。
　近年、衛 星 観測デ

ー
タ等を用い て 、親潮変動 とそ の 要因

に 関す る研 究 が 進 め られ て き て い る が 、経年変 動 に 関 して

は観 測期 間 の 短 さが 解明 を妨 げ て い る。そ こ で 本研 究 で は 、
親潮海域 ワ）場 をか な り良く再現 し た海洋大 循環モ デ ル の

50 年間の 経年変動 場 を用 い て 、親 潮 変動 と風 応 力場 との 関

係 を検討す る と共 に、親潮 変 動が 亜 寒帯 前線 域 の 海 面水 温

場へ及ぼ す影響を明 らかにす るこ とを 目的 とす る。

2．海洋大 循環モ デル

　GFD ） MOM3 を基 に し た 地 球 シ ミュレ
ー

タ用 高解像度

海 洋 大循 環 モ デル （OFES）を NCEP ／NCAR 再 解析 デー
タ の

1950〜2003年の 日平 均値 を用 い て 駈 動す る．モ デル 海 域 は

75
°
N／S まで の 全 球 で 、水 平解像度 は O．1

°
、鉛直 に 54層 を

持つ ．上記 再解 析 デ
ー

タ の 風応力 を 与 え、熱 flux は そ の 大

気場 とモ デル 海 面水 温 か らバ ル ク 法 で 決定す る。（詳細は 、
Mas   oω eta1 ．（2004）、　S翻 deta1．（200a を参 照。）静止 状態

か ら月毎気候 値で 50年 積 分 した場 を初 期値 と した上記 54

年間の 積分の 月 平均 値 を用 い て以 下 の 解 析 を行 う。

3．結果

　40・45 °N ，143−151°E で 平 均 した 南 向 き 流速 を 親潮 流速 と

定義 し、ラ グ 相 関 関係 か ら、親潮 変 動 への 風 応 力 場 変動 の

寄与、親潮変動の 海 面水 温や 熱 flux　e）・への 影 響を議論 す る。
こ こ で は 特 に、後者 に つ い て 述べ る。

　 100m 深 の 親潮変 動 と海 面 水温 場 との ラグ相 関（図）か ら、
親潮強化に伴い 40−45

”
N，150

”
E 付 近 で水 温 が低 下 し、1年

後 以 降 は そ の 水 温 低 下 の 中心 が 親 潮 前線 ・亜寒 帯前線 沿い

に移 る こ とが見 られ る。更 に、1年 後 か ら 3 年後 にか けて 、
そ の 低温 偏 差が 亜寒 帯 前線沿い に東 方 へ 伝播す るこ と も示

唆 され る．　 ．
方 10 ・f’規 模の 親潮 強化 に 対 して は 42°N ，正50

°

E 付近を 中心 と した海面水 温 低下が最初に 生 じ、それ が親

潮前線
・
並寒帯前線沿い に 東方 へ 拡 が る。その とき東北 地方

沿 岸 で は負 の 水温 偏 差 が 発達 し、5〜7 年 後 に も継 続 す る。

　 これ らか ら、親潮 の 強化 が親 潮前 線・亜寒 帯前 線 沿 い の 水

温 低 下 と強 く関連 す る こ とが示 され る。そ して図 は略 す が

親 潮強 化に 伴い 海 面 高度偏 差や 海 洋 中層 の 低渦位 偏 差 が亜

寒 帯前 線 沿い に東 方へ 拡 が る こ とが見 られ る こ とか ら、親

潮 変動 が こ の 前線を変 動 させ、それ を通 じて海 面水 温 に影

響 を 与 え る こ と が 示 唆 され る。ま た 、こ の 海 面 水 温 低 下 に

伴 う海面熱 flux偏 差 は下 向き で 、こ の 水温 偏 差 を減 衰 させ

る もの で あ り、こ れ が大 気の 熱的強制で 生 じた もの で は 無

く、逆 に 大気 へ feedbackし うる こ とを示 して い る。
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図：QFES 経 年変 動 積分 で の 、3 −5 月海 面水温 と 1−3 月 親

潮 （定 義は本文 ［‡コ）の経 年 変動 の 回帰 係数 （影、℃ ）と相

関係 数 （破 線等値 線、± 0．25 の み）。上 か ら親 潮 が O 、1、
2 、3 年 先 行 し た場 合 を 示 す 。実線 の 等値 線 は

「950 −2003 年平 均の 舂季海面水温場 （間隔は 1℃）。
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